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「
ワッセ、ワッセ …」サヶ ?は 重 いよ。(標津小学校の運動会より)

報
■
■
■

い

軽

萌える海と大地。さわやか

6月 8日 、標津小学校の運動会が青
空のもとで行われました。

全検生徒での
｀
カムバック・サーモン、

競技一写真一で|よ、みんな一生懸命に
手造りの特大サケをリレー。
こんなに大きいサヶ―いたらおもし
ろいね。
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ス

―
ト
ー
津
の

ま

台

弾か
祭5

舞台・曲・コウ
☆

・ ・ ・

手づくりのコンサー

シンセツトの

世界留商喫|

シ

ン
セ
サ
イ
ザ
ー
と

コ
ー
ラ

ス
、

ス
ラ
イ
ド
を
駆
使
し
、
地
元
に
住
む

人

々
の
手

で

つ
く
り
あ
げ

た

こ
れ
ま

で
に
な

い
試

み
の
音
楽
会

「
標
津

の

ま
ち

か
ら
音
楽
禁
」

が

六
月

大
日
、

町
農
村

環
境
改
善

セ

ン
タ
ー

で
開

か

れ
、
会
場

に
詰

め
掛

け
た
約

二
百

五

十
人

の
音
楽

フ
ア
ン
は
オ
リ

ジ
ナ

ル

曲

で
彩
ら
れ
た

シ

ン
セ
サ
イ
ザ
ー

の

世
界
を
満
喫
し

て

い
ま
し
た
。

こ
の
音
楽
祭

は
本
町

に
音
楽

ス
タ

ジ
オ
を
持

つ
シ

ン
セ
サ
イ

ザ
ー
奏
者

の
菊
池
雅
邦
さ
ん
と
音
響

の
ミ
キ

シ

ン
グ
経
験

の
あ

る
梨
本
薫

さ
ん
を

は

じ
め
と
す

る
地
元
青
年

グ

ル
ー
プ

が

「
標
津

の
自
然
、
歴
史
、
人
材
な
ど

標
津
な
ら

で
は

の
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ

を

テ
ー

マ
に
、
様

々
な

分
野

の
人

が

一
緒

に
創
造
活
動

が
で
き
な

い
も

の

か
」
と
立
ち
上

が
り
、
実
行
委
員
会

を

つ
く

り
、
町
内

の

マ
マ
さ
ん

コ
ー

ラ

ス
の
グ
リ
ー

ン
フ
レ
ン
ズ
や

ア

マ

チ

ュ
ア
写
真
家

の
富
森
博
さ
ん
ら

の

参
加
を
得
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
丸

第

一
部
は
菊
池
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
大
曲

「標
津
の
四
季
」
を
グ
リ

ー
ン
フ
レ
ン
ズ
の
コ
ー
ラ
ス
が
シ
ン

セ
サ
イ
ザ
ー
で
作
り
出
さ
れ
た
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
を
バ
ッ
ク
に
見
事
に
歌
い

あ
げ
、
幽
玄
な
世
界
を
つ
く
り
あ
げ

ま
し
た
。
同
コ
ー
ラ
ス
が
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
を
歌
う
の
は
初
め
て
の
こ
と
で

馴
れ
な
い
せ
い
か
リ
ズ
ム
合
わ
せ
が

難
し
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
二
月
か

ら
の
練
習
の
成
果
が
実
っ
た
よ
う
で

し
た
。

つ
づ
い
て
第
二
部
は
富
森
さ
ん
の

道
束
の
自
然
や
動
植
物
を
と
ら
え
た

ス
ラ
イ
ド
作
品
が
菊
池
さ
ん
の
曲
を

バ
ッ
ク
に
映
し
だ
さ
れ
、
映
像
と
音

楽
が
一
体
と
な
っ
た

「詩
～
大
地
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
は
、
雄
大
な
自

然
の
イ
メ
ー
ジ
を
感
じ
さ
せ
、
大
自

然
が
私
た
ち
に
何
か
を
問
い
か
け
て

い
る
よ
う
に
も
み
え
、
感
動
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。

第
二
部
は
歌
好
き
の
女
子
高
校
生

の
ボ
ー
カ
ル
三
人
の
ス
テ
ー
ジ
。
ポ

ッ
プ
ス
系
の
曲
が
一
気
に
七
曲
抜
露

さ
れ
、
菊
池
さ
ん
や
、
こ
の
日
の
た

め
に
菊
池
さ
ん
の
京
都
の
友
人
が
作

っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
曲

で
、
音
楽
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り

ま
し
た
。　
も

終
了
後
、
作
曲

・
編
曲
を
手
掛
け

た
菊
池
さ
ん
は

「
地
方
に
い
て
も
こ

れ
だ
け
の
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
か

ら
も
創
作
活
動
を
進
め
て
行
き
た
い
」

と
、
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
、
チ
ケ
ツ
ト
、
舞
台
、

曲
、　
マ
マ
さ
ん
と
高
校
生
の
コ
ー
ラ

ス
、
地
元
写
真
家
の
ス
チ
ー
ル
写
真

な
ど
、
す
べ
て
素
人
の
手
づ
く
り
。

大
変
な
作
業
の
連
続
だ
っ
た
は
ず
。名

舞
台
に
立
つ
者
、
裏
で
支
え
る
者

が
大
変
な
が
ら
も
創
る
喜
び
、
感
動

が
あ
れ
ば
見
る
人
に
納
得
し
て
も
ら

え
る
と
―
。
打
ち
上
げ
花
火
で
終
わ

る
こ
と
な
く
、
息
な
が
く
人
々
の
生

活
の
中
に
浸
透
し
て
い
こ
う
と
し
て

い
る

「音
楽
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

は
、
ま
た
違
っ
た
企
画
で
登
場
す
る

と
言
う
。

今
回
の
音
楽
祭
は
、
た
だ
単
に
見

て

「よ
か
っ
た
」
だ
け
で
な
く
、
ス

タ
ッ
フ
や
コ
ー
ラ
ス
の
み
な
さ
ん
ほ

か
、
み
ん
な
が
こ
の
日
の
た
め
に

一

生
懸
命
や
っ
て
き
た
そ
の
過
程
が
大

切
な
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

「
標
津
の
ま
ち
に
、
ま
た
ひ
と
つ
さ

わ
や
か
な
風
が
―
」

本
当
に
す
ば
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ
を

あ
り
が
と
う
。
心
か
ら
掬
手
を
贈
り

続
け
ま
す
。



卜
「
標
津
の
四
李
」
を
歌
う
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
の

グ
リ
ー
ン
フ
レ
ン
ズ

この世に1曲だけ
あなたのオリジナル出をつくりま軌

〔ケース1〕 メロディーだけをテープに入れてわたして下さい。
あなたの好きなタイプの曲に仕上げてさしあげます。
(たとえば、ォーヶストラに、タンゴ風に、シャンソン風に、ロック風になど。)

〔ケース2〕 歌言司とメロディーをわたして下さい。

あなたの好きな曲風にアレンジしてさしあげます。
(たとえば、 ドリカム風など。)

〔ケース3〕 ケース2後、あなた自身で歌をうたい、曲を完成させることもOKで す。
(そのときの録音、マイクどりなどもお手伝いさせてもらいます。)

〔ケース4〕 ケース3後、CDを作成することもできます。
★●お友達の結婚式 ・誕生 日のプレゼント曲として、又結婚式などで、カラオケとして、自
分のオリジナル曲を歌い、ご披露することもOKで す。
●ご家族で各自のオリジナル曲を歌って楽しむこともいいです。
●自分の曲をBGMと して ドライブするのも楽しいことです。
●完成された曲をもとにして、自分たちのバンドで楽しむのもひとつの方法です。
③完成されたものには、著作権など発生しませんので、どのように使用するのも自由です。

●オリジナル曲を作りたい方。
●コンピューター、シンセサイザー、アレンジを学びたい方ご指導いたしま曳
●ヴォーカル、ギター、ドラムなど自分たちのステージをも文 みたい方ご指導。お手伝いをいたしま抗

と む そうや

音 楽工 房 音 夢 創 舎 連絡先/ a研5 3 8 - 2 -郷2 Xコーヒーハウスト フ的



今
年
も
始
ま
り
ま
し
た

六
月
六
日
、
今
年
第

一
回
目
の

″

ふ
れ
あ
い
青
空
市
″
が
旧
Ｊ
Ｒ
根
室

標
津
駅
合
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
六
年
目
に
入
っ
た
こ
の
青

空
市
、
住
民
に
も
す

っ
か
り
定
着
し

人
気
の
朝
市
と
な
っ
て
お
り
、
町
外

か
ら
の
買
物
客
も
め
だ
っ
て
き
ま
し

た
。

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ

わ
い
、
新
鮮
な
魚
や
野
菜
な
ど
を
買

い
求
め
ま
し
た
。

″
ふ
れ
あ
い
青
空
市
″
は
今
年
十

二
月
ま
で
毎
月

一
回
第

一
日
曜
日
の

午
前
九
時
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

主
催
す
る
よ
れ
あ
い
青
空
市
実
行

委
員
会

・
野
っ
太
郎
さ
わ

や
か
集
団
し
べ
つ
２．
で
は

町
民
皆
さ
ん
が
自
由
に
使

用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
自
家
野

菜

・
花
木
や
日
用
品

・
趣

味
の
品
々
な
ん
で
も
結
構

で
す
。
生
産
者
と
消
費
者

の
自
由
な
出
店
を
歓
迎
し

て
い
ま
す
。

▼
申
込
み
先

役
場
内

（ａ
二
十
二

一

三

一
）
小
笠
原
正

一
ま

で
。

皆
さ
ん
の
お
こ
し
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

t

町
の
乳
牛

・
種
馬
の
育
成
管
理
技

術
の
向
上
並
び
に
改
良

・
生
産
の
普

及
奨
励
を
図
り
、
酪
農
経
営
の
安
定

を
期
す
こ
と
を
目
的
に
二
月
二
十
日

標
津
町
と
標
津
町
農
業
協
同
組
合
の

主
催
で
、
視
標
津
町
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

ス
プ
リ
ン
グ
シ
ョ
ウ
・
種
馬
共
進
会

が
殺
山
家
畜
消
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
会

場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
町
内
か
ら
ご
自

慢
の
乳
牛
二
十
三
頭
、
種
馬
三
十

一

頭
が
出
場
し
、
体
形
の
良
さ
な
ど
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

″
ふ
れ
あ

い
青
空
市
″

川
北
山
莱
加
工
場

▲手慣れた手つきで表面の皮むき作業

加
工
に
大
忙
し

く
経
産
牛
の
最
高
位
「プ
レ
イ
ン
ヒ
ル

ベ
ッ
シ
ー
プ
リ
ン
セ
ス
」

結
果

は
次

の
と
お
り

で
す
。

（最
高
位

の
み
紹
介

し
ま
す

。）

【乳
牛

の
部
】

▼
経
産
牛
最
高
位
／

プ

レ
イ

ン
ヒ

ル
　

ベ

ッ
シ
ー
プ

リ

ン

セ

ス
（大
泊
五
て

さ
ん
所
有

）
▼
未

経

産
十
最
高
位
／
サ
ク
シ
ー
ド
　
ベ
ル

テ
イ
　
エ
ン
プ
レ
ス

（大
沼
剛
さ
ん

所
有
）

【種
馬
の
部
】

▼
最
高
位
／
新
菊

（山
本
義
博
さ
ん
所
有
）

人
達
か
ら
で
す
が
、
最
近
は
町
外
の

山
業
採
り
の
愛
好
家
か
ら
の
仕
入
も

増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

ふ
き
は

一
キ
ロ
当
た
り
三
十
五
円

（七
十
五
セ
ン
チ
以
上
）
で
買
い
取
り

し
て
い
ま
す
。

同
加
工
場
は
七
月
末
ま
で
操
業
し

塩
蔵
し
た
ふ
き
な
ど
が
占
冠
や
陸
別

の
山
採
工
場
に
出
荷
さ
れ
ま
す
。

▲6月 6日 に行われた 馬`ヽれあしヽ青空市、



OSO母 移
五度目の全国大会ヘゴ
全道空手道選抜選手権大会
――(社)日本空手協会標津支部――

五
月
二
十
三
日
に
０
日
本
空
手
協

会
北
海
道
本
部
主
催
の
第
二
十

一
回

全
道
空
手
道
選
抜
選
手
権
大
会
が
中

標
津
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
も
地
区
予
選
を
勝
ち
ぬ

い
た
仙
日
本
空
手
協
会
標
津
支
部

（

荒
谷
文
明
会
長

・
部
員
九
十
八
人
）

の
選
手
二
十

一
人
が
出
場
。
個
人
戦

で
は
一
般
女
子
組
手
の
部
で
優
勝
、

高
校
生
男
子
・
小
学
生
女
子
三
・
四

年
組
手
の
部
で
準
優
勝
、
団
体
戦
で

は
中
学
生
男
子
組
手
の
部
で
三
位
な

ど
と
、
各
種
目
で
好
成
績
を
あ
げ
、

三
年
連
続
五
度
目
の
全
国
大
会
の
出

場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
は
八
月
七
日
か
ら
静
岡

県
で
行
わ
れ
、
選
手
た
ち
も

一
段
と

練
習
に
熱
が
入
っ
て
い
ま
す
。

同
支
部
の
上
位
入
賞
者

（全
国
大

会
出
場
者
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（敬
称
略
）

個
人
戦
▼
一
般
女
子
組
手
の
部
優

勝
―
藤
本
幸
子
▼
高
校
男
子
組
手
の

部
準
優
勝
十
二
十
嵐
賢

一
郎

（中
標

卜
設
立
総
会
の
模
様

津
高
三
年
）
▼
小
学
生
女
子
三
・
四

年
組
手
の
部
準
優
勝
―
大
菅
淳
子

（

標
津
小
四
年
）
▼
同
部
三
位
―
四
戸

未
帆

（同
）
▼
小
学
生
男
子
一
・
二

年
組
手
の
部
三
位
―
荒
谷
修
平

（標

小
二
年
）
▼
同
部
三
位
―
中
野
誉
久

（同
）
▼
小
学
生
男
子
白
帯
四
～
六
年

型
の
部
三
位
―
佐
々
木
孝

（標
津
小

五
年
）
▼
小
学
生
女
子
三
・
四
年
型

の
部
三
位
―
大
菅
淳
子
▼
小
学
生
男

子
低
学
年
型
の
部
三
位
―
古
川
卓

（

標
小
二
年
）
▼
小
学
生
男
子
低
学
年

組
手
の
部
三
位
―
荒
谷
修
平

団
体
戦
▼
中
学
生
男
子
組
手
の
部

三
位
―
早
川
勇
気

（標
中
三
年
）

・

大
菅
学

（標
中
二
年
）

く
賞
状
を
手
に
喜
び
の
部
員

「標津町議会OB会 」発足

）
元
標
津
町
議
会
議
員

の
メ

ン
バ
ー

で
構
成

さ
れ
た

「
標

津
町
議
会

Ｏ
Ｂ
会
」

の
設
立

総
会

が
去

る
二
月

二
十
九

日

金

山

の
せ
せ
ら
ぎ

の
宿

で
行

わ
れ
ま

し
た
。

同

メ

ン
バ
ー
は
以
前

か
ら

年

一
回

の
親
睦
会

を

開

い
て

い
ま
し
た

が
、

こ

の
度
会

則

も
定

め
正
式

に
発

足
。

総
会

に
は
荒

谷
議

長
、
小

田
桐
町
長
、
岡
部
教
育

長
も

▲小田桐町長から記念品
を受け取る長谷,||さん

津

生

ま

れ

。

昔

は

漁

業

や

駅

逓

の
仕

事

を

し

、

現

在

長

男

清

さ

ん

宅

で
生

活

し

て

お

り

、

耳

が
遠

い
ぐ

ら

い
で

い
た

っ
て
元

気

。

長

生

き

の
秘

訣

は

「
酒

・
煙

草

は

や

ら

ず

、

牛

乳

を

毎

日

三
食

欠

か

さ

ず

に
欲

む

こ
と

に
あ

る

の

で
は

」

と

清

さ

ん

は

言

う

。

そ

の
せ

い
か

肌

の
色

つ
や

は

と

て
も

百

歳

と

は

思

え

な

い
ほ

ど
。

長

谷

川

さ

ん

は

独

学

で
英

語

を

マ

ス
タ

ー

し

、

毎

日
自

宅

に

配

達

さ

れ

る

英

字

新

聞

を

読

む

の
が

今

で
も

楽

し

み

と

い
う

。

お

祝

い
に
駆

け

つ
け

た

小

田

桐

町

長

が

「
き

ん

さ

ん

、

ぎ

ん

さ

ん

よ

り

元

気

み

た

い

で
す

ね

」

と

、

声

を

か

け

る

と

、

か

く

し

ゃ
く

と

苦

労

し

た

普

の
話

を

語

っ
て
く

れ

ま

し

た

。

満
百
歳
お
め
で
と
う

長
谷
川
重
吉
さ
ん

本
町
の
最
高
齢
者
、
長
谷
川
重
吉

さ
ん

（新
川
上
町
）
が
満
百
歳
の
誕

生
を
迎
え
、
子
供
と
孫
の
ほ
か
小
日

桐
町
長
も
訪
れ
、
お
祝
い
を
し
ま
し

た
。長

谷
川
さ
ん
は
明
治
二
十
六
年

（

一
八
九
二
年
）
二
月
二
十
三
日
、
標

来
賓
と
し

て
出
席
し
、
同
会

の
発
足

を
祝

い
ま

し
た
。

会

長

に
は
高
橋

明
氏
、
副
会

長

に

五
百
木

秀
夫
氏

が
選
任
さ
れ
、
会
員

は
現
在

十
八
人
。

高
橋
会

長
は

「
全
員
相
互

の
親
睦

を

図
り
、
町

の
発
展

の
た
め

に
陰
な

が
ら
も
貢
献

し

て

い
き
た

い
」

と
抱

負
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。



―

役場関係機関
「完全土曜閉庁上のお知らせ

標津町並ぴに標津町関連施設

役
場
は
七
月
か
ら
国
や
道
の
機
問

と
同
様
に
ど
死
全
土
曜
開
庁
」
含
死
全

週
休
二
日
制
）を
実
施
い
た
し
ま
す
。

労
働
基
準
法
の
改
正
で
週
四
十
時

間
制
が
定
め
ら
れ
る
な
ど
、
我
が
国

の
労
働
時
間
短
縮
の
気
運
が
高
ま
っ

て
き
て
お
り
、
本
町
に
お
い
て
も
根

室
管
内
四
町
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
て

導
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
閉
庁
、
開
庁
す
る
機
関
、

施
設
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

※
窓誓異霧唇牟ぢ写審予曾早言

の場合は従来どおり
くお問い合わせ〉 役場総務課

(a2-2131・内線206)まで。

閉庁及び開庁別機関、施設一覧表

区  分 機 関 ・施 設 名

閉 庁

する

機関

施設

●役場●教育委員会事務部局
●標津病院(外来部門)
●へき地保育園(茶志骨・北標津・古多糠)
●vS、れあいカロェ体験センター

●下水道管理センター

●標津俵橋大規模草地一部事務組合

閉 庁

とするが
一部業務

対応する

部門

●清掃センター

●し尿処理浄化センター

開 庁

する

機関

施設

●サーモン科学館●中央公民館
●川北公民館●総合体育館
●鳩ヶ丘体育館●川北体育館
●温水プール●ポー川史跡自然公園
●常設保育園(標津・サil北)
●北方領土館●標津・り|1北両消防署
●標津町農村環境改善センター

●特別養議老人ホーム「標津はまなす苑」

争
繰 鶴 簸 鞭

上から抑えるように切る

豆
腐
は
、
日
本
人
の

食
生
活
に
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
最
近
ほ
渇
外
で
も
、

健
康
食
品
と
し
て
人
気

が
あ
る
よ
う
で
す
。

豆
腐
は
柔
ら
か
い
の

で
、
水
で
冷
や
す
と
き

に
蛇
□
か
ら
直
接
水
を

当
て
る
と
形
が
崩
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
豆
腐
を
ポ
ー

ル
に
入
れ
、
蒸
し
器
の
中
ぶ

た
を
そ
の
上
に
か
ぶ
せ
て
水

を
流
す
と
、
豆
腐
に
直
接
当

た
り
ま
せ
ん
。
水
道
の
水
は
、

細
く
出
し
ま
し
よ
う
。

切
り
方
に
も
、
豆
腐
の
形

を
崩
れ
さ
せ
な
い
コ
ツ
が
あ

り
ま
す
。
野
菜
な
ど
を
ま
な

板
の
上
で
切
る
と
き
は
、
曽

通
は
右
か
ら
切
つ
て
い
き
ま

す
が
、
豆
腐
ほ
左
か
ら
右
に

向
か
っ
て
切
つ
て
い
く
の
が

ポ
イ
ン
ト
。
在
手
で
切
れ
た
豆
腐
を

支
え
な
が
ら
切
っ
て
い
け
る
の
で
、

倒
れ
た
り
崩
れ
た
り
す
る
ｂ
配
が
あ

り
ま
せ
ん
。
途
中
で
向
き
を
変
え
る

と
き
は
、
豆
腐
を
動
か
す
の
で
は
な

＜
、
ま
な
板
を
回
し
ま
す
。

豆
腐
は
、
み
そ
汁
の
具
の
代
表
格

で
ヴ
。
さ
い
の
国
に
細
か
＜
切
る
と

き
は
、
手
の
平
に
の
る
大
き
さ
に
豆

腐
を
切
り
、
片
手
に
豆
腐
在
の
せ
そ

の
上
で
切
り
ま
す
。
包
丁
を
引
い
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
上
か
ら
押
え
る
よ

う
に
し
て
切
り
ま
す
。

豆
腐
は
熟
じ
適
ざ
る
と
、
ヴ

（泡

の
よ
う
な
多
く
の
穴
）
が
入
り
ま
す
。

一
％
ぐ
ら
い
の
薄
い
塩
水
を
つ
く
り
、

熟
ヴ
前
に
三
十
分
ほ
ど
つ
け
て
お
＜

と
す
が
入
り
に
＜
く
な
り
、
煮
崩
れ

も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
湯
豆
腐

の
場
合
は
、
な
べ
に
少
墨
の

塩
を
直
接
入
れ
る
の
も
よ
い

で
し
よ
う
。

さ
て
、
豆
腐
を
使
っ
た
な

べ
糊
理
で
は
、
な
ぜ
底
に
毘

布
を
敷
く
の
で
し
よ
う
。「だ

し
を
と
る
た
め
ヽ
な
べ
の
底

に
黒
が
つ
か
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
」
は
、
当
た
り
前
で

す
ね
。
実
は
も
う

一
つ
、
す

が
入
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う

大
事
な
役
目
が
あ
り
ま
す
。

毘
布
を
な
べ
の
底
に
敷
く
こ

と
で
、
豆
腐
を
直
接
熱
し
過

ざ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
。

ご
存
じ
で
し
た
か
。
先
人
の
知
恵
で

す
ね
。



― ― ― ― ― ―

_

しへつ

代野肉を囲んでの楽ししヽ■とと奇

桜ま

カメラ
スケツチ

ベ

″
日
本
列
島
で
一
す
遮
い
花
見
″

二
月
二
十
日
し
べ
つ
桜
ま
つ
り

（町

観
光
協
会
主
催
）
が
望
ヶ
丘
公
園
で

行
わ
れ
、
会
場
に
は
約
八
百
人
が
訪

れ
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

当
日
の
模
様
を
カ
メ
ラ
で
の
ぞ
い

て
み
ま
し
た
。

味覚コーナーでは
焼とうきびが～。
(商工会青年部)

漁
協
青
年
部
の
売
店
で
は

と
り
た
て
の
ホ
タ
テ

・
ホ
ツ
キ
焼

元気しヽつばしヽの子ども

ヨーヨー釣りは

ワ・夕・シ

ち
よ
っ
と
ひ
と
休
み

ビ
ー
ル
で
も
…

い
や
よ
く
見
る
と

や
は
リ
ジ
ュ
ー
ス
で

し
た
。



お
ま
つ
り

じ
へ
つ

8/130浩18/131側
あなた壕 快な
ふ
サーモン乃fッシノゲ、に
抄L戦しません力、

間い合せ先 7/31まで>標津町役易商工観光課内
く大会事務局〉a(o1538)2-2134(内緑219)fAX2-3011

8/4以 降>標津町商工会内

a(01538)2-1247働fAX2-3381

短ヽヽ夏rfヵ`)与…

葬報|く ナデイ)アギヽ 。ヽ
まつりの時期がやって来ました。

烹伊二言総雪選猪望査ぞ君亮盲ビユ空宣ゴ茎ぁ、みんなで楽しもう雰:"。

。とき●

7/38。

●

31働

囃瑠
詔
瑠

，
　
　
　
　
　
〔
Ｈ
Ｕ

グ
ラ
ン
ド
チ
ヤ
ン
ピ
オ
ン
に
は

■賞
金
３０
万
円
」

▲昨年の早飲み、早食い競争

会場〉農村環境改善センター

往催〉標津料飲店組含

年 に 一 度 の 感 謝 祭。
何符 も飲み放題! 特製ジョオ ー付!
仲間で乾困  前 売/2,500円。当日/3,000円

8

第9回 標津町忠類川

渓流ヤマベ釣大会
とき7月 4日(日)午前6時 ～8日寺

受付場所/金山せせらぎの宿 a5-2

受付時間/当日午前5時～5時30分まで

※詳しくは、役場商工観光課へ。



七
月
の
科
学
館
情
報

カ
ラ
フ
ト
マ
ス
が

目
じ
ｇ
ａ

大
水
槽
に

酪
磁
出
報
翠
附
郷

朝

サ
ー
モ
ン
科
学

館
で
は
七
月
の
中

旬
以
降
に
海
で
と

れ
た
カ
ラ
フ
ト
マ

ス
を
大
水
槽
に
い

れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
時
期
の
カ
ラ

フ
ト
マ
ス
は
ま
だ

セ
ツ
パ
リ
に
は
な

っ
て
お
ら
ず
、　
一

日
み
た
だ
け
で
は

と
て
も
カ
ラ
フ
ト

マ
ス
と
は
思
え
な

い
ほ
ど
で
す
。

ま
た
、
サ
ー
モ

ン
科
学
館
の
公
園

部
分
は
、
二
月
か

ら
オ
ー
プ
ン
し
て

い
ま
す
。
公
国
内

に
は
、
タ
ー
ザ
ン

ロ
ー
プ
、
ジ
ャ
ン

グ
ル
ジ
ム
、
バ
ッ

テ
リ
ー
カ
ー
な
ど

も
完
備

さ
れ

て
お
り
ま
す

の
で
、
お

子
様
連
れ

で
ぜ
ひ
ご
利

用
下
さ

い
。

皆
さ
ん

の
お
越

し
を

お
待
ち
し

て

い
ま
す
。

「Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
」

質
問
を
募
集
し
ま
す

来
月
よ
り

「
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
」

を
再
開
し
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問

・
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。

質
問

・
ご
意
見
は
ハ
ガ
キ
、
も
し
く

は
直
接
科
学
館
受
付
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。
電
話
で
の
受
付
は
致
し
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

な
お
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
さ

れ
た
質
問
に
は
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
の
で
、
住
所

・
氏
名

・
年
齢

を
お
忘
れ
な
く
。

〔宛
先
〕

標
津
町
字
標
津

一
三
二
六
番
地
一

標
津
町
標
津
サ
ー
モ
ン
科
学
館

「Ｑ
＆
Ａ
」
係
ま
で

）

科
学
館
の
魚
た
ち
０

サ
ク
ラ
マ
ス

日
本
海
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
分
布

し
て
い
ま
す
。
北
海
道
で
は
、
河
川

で
一
～
二
年
生
活
し
た
後
、
オ
ス
の

一
部
を
除
い
て
春
先
、
全
て
海
に
降

り
ま
す
。
根
室
支
庁
で
は
、
二
月
か

ら
六
月
ま
で
の
間
、
河
川
で
の
ヤ
マ

メ

（ヤ
マ
ベ
）
釣
り
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
こ
の
時
期
に
降

海
す
る
サ
ク
ラ
マ
ス
を
保
護
す
る
た

め
で
す
。

海
洋
で
の
生
活
期
間
は
多
く
の
場

合

一
年
で
、
降
海
し
た
翌
年
の
春
に

河
川
へ
遡
上
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

産
卵
期
（八
月
中
旬
か
ら
十
月
上
旬
）

ま
で
の
間
、
河
川
で
生
活
し
ま
す
。

ヤ
マ
メ

（ャ
マ
ベ
）
は
サ
ク
ラ
マ

ス
の
河
川
残
留
型
、
も
し
く
は
降
海

前
の
幼
魚
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

近
年
は
、
新
た
な
増
殖
魚
種
と
し

て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
の
増
殖
は
シ
ロ
ザ

ケ
と
比
較
し
、
稚
魚
の
河
川
で
の
生

活
期
間
が
長
く
、
そ
の
間
飼
育
す
る

た
め
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
な
ど
多
く

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

学
名
は

「
①
ミ
ミ
ざ
ミやさ
樹

ぶ
Ｓ
‐

も
ミ
」
で
す
が
、
ややぶ
遵
ふ
は
日
本
名
の

「
マ
ス
」
に
出
来
し
て
い
ま
す
。

ヤマメ  リ
θ″θ力り,C/1"れクw″

MASU SALMON1 0HERRY SALMON

サクラマス
OPar9れり″筋西″″W″

MASU SALMON,CHERRY SALMON
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▲休日は家族連れでにぎわう公園



遠藤僅奎)さんちの雅己くん(H4.7.畦) 上古多糠 0

●生まれた時の身長 ・体重は一一。
E計遍己/52 2cm    クト匿巨/4,090g

。最近の勢長 1体重|よ一二。
身長/74 0om  体 重/9 4Kg

。どんな子に育つてほしいですか。
「自分の著えをしつかり言える子に一一」
とお8さ ん。       |

元気いつぱいの雅己<ん は、食べ物の好き嫌しヽ
ほありません。なんでも食べるお利□さん。でも
ティシュまで□にするのでお日さんは困っていま
す。(本人は、やめられなしヽ?)

夜になると、おじしヽちゃんの晩酌の邪魔をして
は愛きようを振りまき、お父さんと大好きなお風
呂に入リパタンキュー。
将来は、たくましい立派な男の子に育つてネ。

知

っ
て
安
心

＞

″放
射
線
″　
御

０
放
射
線
の
単
位

放
射
線
を
ど
れ
く
ら
い
受
け
た
か

を
表
す
の
に
、
シ
ー
ベ
ル
ト
と
い
う

単
位
を
使
い
、
ＳＶ
と
い
う
記
号
で
表

し
ま
す
。

こ
れ
は
、
人
体
に
及
ぼ
す
影
響
と

そ
の
程
度
の
大
き
さ
を
表
し
ま
す
。

（
一
ＳＶ
＝

一
、
○
Ｏ
①
ミ
リ
ＳＶ
）

０
自
然
放
射
線
と
医
療
放
射
線

医
療
で
受
け
る
以
外
に
も
手
宙

・

大
地
、
そ
し
て
食
物
な
ど
か
ら
も

一

年
間
に
約
二
・
四
ミ
リ
ＳＶ
の
自
然
放

射
線
を
全
身
に
受
け
て
い
ま
す
。

放
射
線
を
全
身
に
一
度
に
受
け
た

場
合
、
障
害
が
現
れ
る
の
は
約
二
五

〇
ミ
リ
ＳＶ
で
す
。
医
療
の
場
合
は
全

身
で
な
く
、
身
体
の
一
部
に
限
ら
れ

ま
す
。
し
か
も
、
極
少
量
な
の
で
そ

の
影
響
は
患
者
さ
ん
が
心
配
す
る
必

要
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

心
配
よ
り
検
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

利
益
の
方
が
は
る
か
に
大
き
い
の
で

す
。

Ｏ
Ｘ
線
単
純
撮
影

胸
部

・
腹
部

・
骨
な
ど
の
Ｘ
線
撮

影
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

単
純
撮
影
で
は
全
身
の
骨

・
肺
の

空
気
や
腸
内
の
ガ
ス
、
他
に
胆
石
や

賢
臓

・
筋
肉
の
一
部
な
ど
が
写
り
ま

す
。
最
近
で
は
、
Ｃ
Ｒ
撮
影
な
ど
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
画
像
処
理
し
、
少
な

い
Ｘ
線
量

で
画
像
を

得
ら
れ
る

装
置
も
普

及
し
て
き

て
い
ま
す
。

口

Ｘ
線

Ｃ
Ｔ
検
査

人
体
を
透
過
し
て
き
た
Ｘ
線
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
し
、
人
体
を
輪
切

り
に
し
た
断
面
像
を
得
る
検
査
で
す
的

人
体
の
横
断
像
が
瞬
時
に
得
ら
れ
る

の
で
、
救
急
医
療
や
最
新
医
療
で
は

欠
か
せ
な
い
検
査
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｔ
と
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ト
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
（断
層
）を
表
し
ま
す
。

Ｏ
Ｘ
線
検
査
で
受
け
る
放
射
線
量

使
用
さ
れ
る
装
置
な
ど
に
よ
り
異

な
り
ま
す
が
、
お
お
よ
そ
の
量
は
次

の
よ
う
ｒ
、　
ブ
ま
す
。

頭
部
　
○
上

〓
て

りヽ
ＳＶ

胸
部
　
○
・〇
六
五
ミ
リ
ＳＶ

腰
椎
　
一
・五
ミ
リ
ＳＶ

股
関
節
　
○
上
三
百

りヽ
ＳＶ

頭
部
Ｃ
Ｔ
　
①
・①
四
二
ミ
リ
ＳＶ

腹
部
Ｃ
Ｔ
　
Ｏ
・〇
二
三
ミ
リ
ＳＶ

胃
バ
リ
ュ
ー
ム
　
四
・八
ミ
リ
ＳＶ

大
腸
バ
リ
ュ
ー
ム
　
七
・四
ミ
リ
ＳＶ

病
院
も
七
月
か
ら

毎
週
土
曜
日
が

お
休
み
と
な
り
ま
す

標
津
病
院
も
毎
週
土
曜
日
が
お
休

み

（外
来
部
門
）
と
な
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
急
患
に
つ
き
ま
し
て
は
従

来
ど
お
り
受
付
け
い
た
し
ま
す
。

病
院
の
診
察
の
受
付
け
時
間
は
次

の
と
お
り
で
す
。

曜  日 月～金

受

付

時

間

午

単剛

8時 40分
|

H時 00分

午

後

1時 00分
|
2時 30分
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カロ瀬保健婦

エ
イ
ズ
″
④

★

エ
イ
ズ

の
症
状

感
染

し

て

一
ヵ
月
前
後

に
、
発
熱
、

リ

ン
パ
腺

の
は
れ
、
発

疹
、
寝
汗
、

頭
痛
、
咳
な
ど
風
邪

の
よ
う
な
症
状

（急
性
感
染
症
状
）

が
出

る
人

が

い

ま
す
。

し
か
し
、
症
状

は
ま
も
な
く
消
え

る

の
で
、
気

が

つ
か
な

い
人

が
ほ
と

ん
ど

で
す
。
多
く

の
場
合

は
知
ら
な

い
う
ち

に
潜
伏
期

間

に
移
行
す

る
と

Ｊ

考
え

た
ほ
う

が
よ

い
で
し

ょ
う
。

エ
イ

ズ
ウ
イ

ル
ス
が
体
内

に
浸

入

し
た
後

は
、

図

１
の
よ
う
な
順

で
進

行
し
ま
す
。

キ

ャ
リ
ア

の
段
階

は
、
個
人
差

が

あ

っ
て
約
半
年

か
ら
十
年
以
上
と
大

き
な
幅

が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、　
エ
イ

ズ

の
発
病

の
特
徴

は

一
つ
の
症
状
だ
け

で
は
な
く
、
複
数

の
感
染
症

・
悪
性
腫
瘍
な
ど

が
同
時

に
現
わ
れ

る

こ
と

が
特
徴

で
す
。
な

お
、
代
表
的
な
病
気

は
図

２

の
カ
リ

ニ
肺
炎
な
ど

で
す
。

★エイズσャ療

現
在
、
厚
生
省
の
許
可
を
受
け
て

エ
イ
ズ
患
者
や
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
の
治
療
に
使
わ
れ
て
い
る
薬
は

二
種
類
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
ウ
イ

ル
ス
そ
の
も
の
の
増
殖
を
抑
え
た
り

進
行
を
遅
ら
せ
る
薬
で
、
延
命
効
果

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を

使
っ
て
も
ま
だ
今
の
と
こ
ろ
発
病
を

完
全
に
抑
え
た
り
、
発
病
し
て
か
ら

五
年
以
上
延
命
す
る
事
は
難
し
い
の

が
現
状
で
す
。

し
か
し
、
今
全
世
界
の
研
究
者
達

が
予
防
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
の
開
発

や
、
感
染
者
の
発
病
を
抑
え
た
り
発

病
を
遅
ら
せ
る
方
法
の
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

く図1)エ イズの進行過程

(ARC)

ウイルスが体内に入つた人の

中に、エイズになる前|こ次の

ような症状があらわれる場合

があります。

リンパ腺がはれる、発熱をく

り返す、急ほ体重がへる、下

痢が続くなど。

全く症状がない

ウイルスが体内に入
つてもすぐに発病は
しない。
数か局～40年ほどの

溶伏期間がある。

などでエ

イズウイ

ルスに感

染すると

病気が進行すると、体の抵抗カガなく

なり、細菌やウイルスやカピ、原虫な

どが体の中であばれ、各種の症状を超

違昌造長患邑居雷紹重懸糞達名%ヌ写
肉腫などの悪性腫場ガ知られている。
また、患者の何割かは感染が原因で

脳糞、痢果などの脳障害を生じる。

エイズになると現

在のところ特効薬

がなく、発病後3

年で75%が死に至

つている。

く図2〉

エイズ憲者の約ア書」に発生しています。       |

ロカンジタ症……

カピの伸間であるカンジタ菌が

□の中、舌、食道、目などに繁殖し、

腫瘍を作る病気です。

■カポジ肉腫……    、

皮膚などの特殊ながんで、 "

からだ中のどこにでもできま

た



―
特
別
結
付
金
が
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
４５
周
年
に
な
り
ま
す
。

肝
臓
ガ
ン
を
含
む
肝
臓
病
の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
を
め
ざ
し
、
本
年

度
も
肝
ガ
ン
検
診
が
次
の
と
お
り
実

施
さ
れ
ま
す
。

▼
国
時
　
８
月
２８
日
働

８
時
３０
分
～
億
時
３０
の

▼
校
診
会
場
　
別
海
町
中
央
公
民
館

（別
海
町
別
海
西
本
町
５２
）

▼
検
査
費
用
　
「
人
５
、
５
０
０
円

▼
検
査
内
容
　
腹
部
超
音
波
校
査

・

血
疫
検
査

・
専
門
医
に
よ
る
医
療

相
談

・
療
養
相
談

▼
主
催
　
北
海
道
肝
羮
友
の
会
、
北

海
道
難
病
連

▼
次
の
力
は
是
非
受
診
く
だ
さ
い
。

●
肝
硬
変

・
慢
性
肝
業
の
既
往
の
あ

る
方

●
肝
癌
の
家
系
の
方

●
肝
奨
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
て
い
る
方

●
肝
臓
病
の
ｂ
配
な
方

▼
申
し
込
み
先

フ
円
３０
日
③
ま
で
に
標
津
町
役
場

保
健
指
導
班

（
ａ
内
線
１
３
１
。
「

３
８
）
へ
。

痴
果
症

（ぼ
け
）
は
ど
こ
ま
で
防

げ
る
か
、
を
テ
ー
マ
に
し
た

一
般
市

民
対
象
の

「
ぼ
け
予
防
と
介
護
の
ノ

ウ
ハ
ウ
ー
福
祉
先
進
国

・
北
欧
か
ら

学
ぶ
も
の
」
が
、
近
藤
喜
代
太
郎
氏

（北
海
道
大
学
医
学
部
教
授
）ら
４
人

の
専
門
家
を
招
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
△

が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
　
フ
周
囲
日
四

・
竹
時
～

▼
場
所
　
釧
躇
市
観
光
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー

▼
入
場
料
　
無
栂
（定
員
５
０
０
人
）

▼
主
催
　
財
団
法
人
ほ
け
予
防
協
会

▼
後
援
　
北
海
道

・
釧
路
市
な
ど

▼
申
込
み
先

ハ
ガ
キ
で
、
東
京
都
千
代
日
区

一

ツ
橋
１
の
「
の
「
、
パ
レ
ス
サ
イ

ド
ビ
ル
内
、
ぽ
け
予
防
協
会
シ
ン

ポ
ジ
ウ
△
事
務
同
へ
。

）

継
続
支
結
さ
れ
ま
す
一―

特
別
給
付
金
の
最
終
償
還
を
終
え

た
戦
没
舌
等
の
妻
及
び
父
８
等
で
、

次
の
要
件
を
満
左
ヴ
方
に
改
め
て
特

別
結
付
金
が
支
結
さ
れ
ま
す
。
　
．

▼
第
的
回
特
別
結
付
金

「
い
号
」
国

債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
等
の
妻

で
、
平
成
５
年
４
用
↑
日
に
お
い

て
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を

受
け
る
権
利
を
有
し
て
い
る
力
に

額
面
４
８
０
万
円
の
特
別
綺
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
第
竹
□
特
別
綺
付
金

「
い
暑
」
国

債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没
音
の
父
母

等
で
平
成
５
年
４
月
「
国
に
あ
い

て
公
務
扶
助
対
、
遺
族
年
金
等
を

受
け
る
権
利
ま
た
は
ず
受
け
る
資

椿
を
有
し
、
か
つ
平
成
５
年
３
月

割
国
ま
で
の
間
に
氏
を
同
じ
く
す

る
子
も
孫
も
有
す
る
に
歪
ら
な
か
，

っ
た
方
に
、
額
面
９０
ヵ
円
の
特
別

給
付
金
が
支
結
さ
れ
ま
す
。

講
求
手
続
き
や
内
容
の
詳
細
は
、

役
場
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
な
内
線

１
２
３
）
ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ
＜

だ
さ
い
。

交
通
事
故
な
ど
の
被
書
に
あ
っ
て

警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察

官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
＜
れ
な

い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
そ
の
不

起
訴
の
処
の
が
正
し
い
か
ど
う
か
書

査
す
る
の
が
検
察
審
査
会
で
す
。

相
談
や
申
立
て
に
つ
い
て
の
費
用

ほ
無
料
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
釧
路
検
察
審
査
会
事

務
電

（
ａ
①
ｌ
５
４
１
４
２
１
４

１
フ
「
）
ま
で
、
お
間
い
合
わ
せ

＜
だ
さ
い
。

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
検

で
は
広
く
障
害
者
の
力
編
の
職
業
能

力
を
開
発
す
る
た
め
、
毎
年
学
生
の

募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
年

度
も
平
成
６
年
度
の
入
検
希
望
者
を

対
象
と
し
て
本
校
の
内
容
を
よ
く
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
障
害
の
程
度
や

能
力
に
腐
じ
た
訓
練
科
目
を
選
択
で

き
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
次
に
よ
り

相
談
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
あ

気
軽
に
ご
相
談
＜
だ
さ
い
。

▼
相
談
申
込
吻
及
び
相
談
場
所

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
検

〒
①
フ
３
１
０
「

砂
川
市
焼
山
６０

番
地

（
ａ
０
１
２
５
１
５
２
１
２

ア
フ
４
）

▼
相
談
期
間

平
成
５
年
フ
月
「
日
～
平
成
６
年

３
月
３‐
日
ま
で
。

（
９
時
～
‐５
時

ま
で
、
土

・
日
曜
日

・
視
日
を
除

く
）

▼
手
当
の
支
綺

④
障
害
者
手
帳

・
本
人
の
住
民
票

・

印
鑑
を
持
参
さ
れ
た
方
に
は
、
手

当
と
交
通
機
関
の
往
優
旅
費
の
実

費
を
支
結
し
ま
す
。

②
宿
泊
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
無

料
で
寄
宿
含
を
提
供
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
当
校
ま
た
は
根
室
公

共
職
業
安
定
所
中
標
津
分
室

（
ａ

Ｏ
「
５
３
フ
ー
２
１
２
５
４
４
）

へ
め
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
動
車
運
転
免
許
の
更
新
時
講
習

会
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

免
許
証
を
更
新
さ
れ
る
方
は
、
忘

れ
ず
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
８
月
３
日

・
４３
時
３０
分

▼
会
場
　
標
津
漁
協
３
階
大
ホ
ー
ル

※
受
講
の
際
は
免
許
証
と
筆
記
用
臭

を
持
参
＜
だ
さ
い
。

（警
察

・
役
場
交
通
住
民
係
）

役場の
電話番号は
2-2131(代表)
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●
運
動
の
重
点

④
観
光

・
行
楽
に
伴
う
交
通
事
故
防

止
②
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
な
ど
無
謀

運
転
の
防
止

③
２
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

④
歩
行
者
と
自
転
車
利
用
者

（特
に

子
供

・
高
齢
者
）
の
交
通
事
故
防

止

（警
察

・
役
場
交
通
住
民
係
）

～
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
～

森
林
資
源
の
造
成
や
国
土
保
全
及

び
生
活
環
境
の
緑
化
を
目
的
に
今
年

も
４
円
３０
日
～
５
月
３４
日
ま
で
の
期

間
に
町
内
の
公
共
施
設
、
事
業
所
な

ど
に
募
金
箱
を
設
置
い
た
だ
き
、「緑

の
羽
根
募
金
運
動
」
を
実
施
し
ま
し

た
。募

金
総
額
は
、
６
９
、
０
８
４
円
と

な
り
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
募
金
ほ

（社
）北
海
道
国
土
緑
化
推
進
委
員
会

に
送
金
し
た
ほ
か
、
同
標
津
支
部
委

員
会
で
は
植
桐
活
動
に
使
用
す
る
作

業
用
異
を
購
入
す
る
な
ど
の
緑
化
運

動
の
推
進
に
役
立
て
て
お
り
ま
す
。

町
民
多
数
の
皆
さ
許
句
Ｊ
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
町
内
で
植
樹
の
計
画
を
立

て
て
い
る
団
体
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
作
業
用
具
の
貸
し
出
し
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
＜
だ

さ
い
。

〈連
絡
先
〉

標
津
町
緑
化
推
進
委
員
会

（役
場
農
林
課
林
政
係

ａ
内
線
２

「
４
）
ま
で
。

北
海
道
で
は
、
広
＜
道
民
の
皆
さ

ま
か
ら
ご
意
見
を
伺
い
、
こ
れ
か
ら

の
道
政
を
進
め
る
う
え
で
の
参
者
と

す
る
た
め
、「道
政
に
関
す
る
世
論
調

査
」を
行
い
ま
す
。

８
月
中
に
、
無
作
為
に
選
ば
せ
て

い
た
だ
い
た
道
内
４
８
０
０
人
の
方

の
お
宅
に
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
は
…

北
海
道
総
務
部
知
事
室
広
舶
課

ａ
①
４
１
１
２
３
１
１
４
４
４
１

内
線
２
「
１
３
４
フ

根
奎
支
庁
総
務
課
広
報
渉
外
係

ａ
①
「
５
３
２
１
３
１
６
１
３
「

内
線
２
２
フ

ポ
ー
タ
ブ
ル
石
油
ス
ト
ー
プ
を
収

納
す
る
時
は
次
の
注
意
が
出
要
で
互

自
動
点
火
式
の
ポ
ー
タ
ブ
ル
否
油

ス
ト
ー
フ
は
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
点
米

す
る
の
で
便
利
で
す
が
、
点
火
用
の

乾
電
池
や
灯
油
を
入
れ
た
ま
ま
押
入

れ
な
ど
に
収
納
す
る
と
、
物
の
出
し

入
れ
の
際
に
点
火
ス
イ
ッ
チ
が
何
か

に
押
さ
れ
て
米
が
つ
き
、
米
喪
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

暖
か
い
季
節
に
な
り
、
ポ
ー
タ
ブ

ル
石
油
ス
ト
ー
プ
を
収
納
す
る
時
は

跡
ず
点
火
用
乾
電
池
を
は
ず
し
、
灯

油
を
完
全
に
抜
い
て
か
ら
収
納
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
使
用
す
る
時
に
は
点
検
整

備
を
行
っ
て
か
ら
点
大
し
て
＜
だ
さ

い
。

（標
津
消
防
署
）

ニ
ュ
ー
定
期

・
定
額
貯
金
が
変
わ

り
ま
し
た
／
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

６
月
２‐
日
か
ら
ニ
ュ
ー
定
期

・
定

額
貯
金
の
取
扱
い
が
次
の
と
お
り
と

な
り
ま
し
た
。

▼
三
ュ
ー
定
期
が
ｌ
①
Ｏ
Ｏ
円
以
上

か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
ニ
ュ
Ｉ
Ｍ
Ｍ

Ｃ
の
新
た
な
取
扱
い
は
、
な
＜
な

り
ま
し
た
。

▼
三
ュ
ー
定
期
が
１
カ
月
か
ら
３
年

の
範
囲
内
で
預
入
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。　
合
これ
ま
で
は
３

ヵ
月
以
上
３
年
ま
で
け

▼
定
額
貯
金
の
利
率
が
金
利
情
勢
に

腐
じ
て
変
璽
さ
れ
る
自
由
金
利
に

な
り
ま
し
た
。

（原
則
と
し
て
同

２
□
、
第
１
・
第
３
月
曜
日
に
変

亜
、
お
預
け
入
れ
後
の
定
額
貯
金

の
金
利
は
途
中
で
変
わ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
じ

※
詳
し
＜
は
、
郵
便
電
の
窓
□
ま
た

は
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
お
気
軽
に
お

尋
ね
＜
だ
さ
い
。

13

郵
便
局
が
ら
の
お
知
ら
せ

第15□標津町農業
委員会委員選挙

7月11日投票日
～農業の末来を託すこの

一票～

標津町農業委員会委員選
挙が次のとおり行われま

す。

●告示日

平成5年7月6日側
●投票日

平成5年7月11日{Bl

午前7時～午後6時まで

●不在者投票

平成5年7局6日から

平成5年7月40日まで

詳しくは標津町選挙管理

委員会(a2-2434)へ。

一―「サマージヤンボ宝くじ」発売されます―

●4等…………………Ⅲ………6,000万円  180本

●1等 十前後賀…………判億2,000万円   一
●ビックレジャー賞………… 500万円  2,250本

～7月22日から予約受付～

この宝くじの収益金は市町村の喪害対策と明るく住み
よい街づくりなどに使われま軌



『金

山

の

滝
』

昭
和

三
十
六
年
、

釧
路

か
ら
標
津

へ
嫁

い
で
来
た
時

は
、
少
し
淋
し

い

街
と
思

い
ま
し
た
が
、
映
画
館

が
あ

っ
た

の
が
唯

一
の
慰

め

で
し
た
。

あ

る

日
、
主
人

が
北
標
津

の
奥

に

滝

が
あ

る

の
で
見

に
行

こ
う

と
誘

っ

て
く
れ
ま
し
た
。
当
時
、

標
津

か
ら

金
山
ま

で
ど
ん
な
交
通
手
段
を
使

っ

て
行

っ
た

の
か
思

い
出

せ
な

い
の
で

す

が
、
と

に
か
く
行
き
ま
し
た
。

滝
と

い
う

の
で
、
高

い
山
や
岩

の

間
か
ら
勢

い
よ
く
流

れ
落
ち

て

い
る

と
思

っ
た

の
で
す

が
、
「
ほ
ら
」
と
指

さ
し
た

の
は
何
と

″
眼
下

の
川
告
あ

れ
滝
じ

ゃ
な
く

て
渓
流

で
し

ょ
う
」

「
滝
だ
、
滝
だ

ろ
う

が
／
」

と
叱
ら

れ

て
し
ま

い
ま

し
た
。

ど
う

ひ

い
き

目
に
見

て
も
私

に
は

滝
と
は
思
え
ま

せ
ん
。
川

の

一
部

に

落
差

が
あ

る

の
で
、
そ

こ
だ
け
激

し

く
流

れ

て

い
る
だ
け

の
こ
と
。

「
渓
流

だ
わ
絶

対
」
深
く

そ
う

思

い
ま

し
た
。

そ

の
後
、
免
許
を

′
／ 取
拘
浄

の
時
代

に
な

っ
て

か

ら

は

、

度

々
金

山

ま

で

ド

ラ
イ

ブ

す

る

よ

う

に
な

り
ま

し

た

。

鮭

が

そ

上

す

る

頃

、

美

し

い
紅

葉

が

始

ま

る
。

金

山

は

四

季

お

り

お

り

美

し

い
姿

を

み

せ

て
く

れ
ま

す

。

そ

ん

な

自

然

を

満

喫

し

た

帰

り

、

い

つ
も

私

の

一
言

で
主

人

を

ム

ッ
と

さ

せ

て

し

ま

う

の

で

し

た

。

「
あ

れ

、

滝

じ

ゃ
な

い
か

ら

ね

」。

月

日

は
流

れ

て
、

あ

る

日
曜

日
私

は

一
人

テ

レ
ビ

で

「
日
本

の
庭

園

」

と

い
う

番

組

を

見

て

い
ま

し

た

。

お

寺

の
庭

が
写

し

出

さ

れ

、

そ

の
庭

の

高

い
所

か

ら

糸

の
よ

う

に

細

く

水

が

流

れ

て

い
ま

し

た

中

ア
ナ

ウ

ン
サ

ー

が

「
こ
れ

は

雌

滝

と

言

っ
て
、

滝

と

い
う

に
は

あ

ま

り

に
小

さ

な

流

れ

で

す

が

…

」

と

、

「
ほ

ら

み

ろ

、

あ

ん

な

に
小

さ

く

て
も

滝

っ
て
言

っ
た

ろ

。

金

山

だ

っ
て
立

派

な

滝

な

ん

だ

ぞ

、

こ
れ

で
分

っ
た

ろ
う

」

主

人

が
勝

ち

誇

っ
た

よ

う

に

エ

コ

ニ

コ
し

て
立

っ

て

い
ま

し

た

。

そ

の
顔

は

、

ま

さ

に

郷

上

を

強

く

愛

し

て

い
る
者

の
笑

顔

で
し

た

。

金

山

の
川

は
今

年

も

山

の
雪

ど

け

水

を

集

め

滝

の
よ

う

に

「
イ

ヤ
滝

」

と

な

っ
て
流

れ

て

い
ま

す

。

＊
次

の

「
ま

ち

の
声

」

は

、

渡

辺

さ

ん

が
選

ん

だ

曙

町
あ

大

垣

正

子

さ

ん

で
す

。
　

　

　

　

　

．

渡
辺
宇
良
子
さ
ん

＝
主
婦
＝

（古
多
様
）

町内の交通事故

人身事敵 4件(7件)

負傷者 0人 (2人)

死亡者 0人(4人)

物損事故 11件(併件)

死亡事故ゼロの日

131日(6月15日現在)

●
聖
友
標
津
支
所
は
活
動
資
金
と
し

て
町
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

●
伊
藤
悦
子
さ
ん

。
佐
藤
静
男
さ
ん

は
香
典
返
し
を
や
め
て
町
社
会
福

祉
協
議
会
ヘ

●
錬
田
和
子
さ
ん
は
標
津
病
院
ヘ
ベ

ツ
ト
と
車
イ
ス
を
寄
贈

計
月
膜
６
油

人回のうごき

平成5年6月1日現在
( )内は前月比

世帯激 2,2硝世帯(+12)

人口 6 , 8 6 4 人( + 1 5 )

男  3 , 3 3 0 人( + 2 )

女 3 , 5 3 4 人( + 1 3 )

お誕生おめでとう。

お な ま え 住  所 保 護 者

ゆうき
小林 友 稀くん 化苗多糠 小林 ―之

みさき
竹村 美 咲ちやん 上古多糠 竹村 誠 司

ともえ
合日 智 絵ちゃん 宍 栄 t B T合日 泰 之

おくやみ申し上げます。

氏 名 住  所 年  齢

佐藤 得 三さん 西古多糠 85歳

錬□ 定 造さん 緑  □ 72歳

高橋 ハ ツさん 弥 栄 町 81歳

本村 利 治さん 望ケ丘□ 48歳

小野瀬菜穂子さん 桜 本 田 29繍

菊地 英 治さ/t 望ケ丘町 68歳

ｍ
§
０
自

い
よ
い
よ
待
ち
に
待
っ
た
夏

が
来
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
肌

寒
い
不
順
な
天
候
が
続
い
て
い

ま
す
。

▼
農
繁
期
を
迎
え
た
農
家
の
方

マ
も
、
こ
の
天
候
で
は
牧
車
の

生
育
状
況
も
今
ひ
と
つ
。
天
候

の
回
復
を
願
わ
ヴ
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
▼
夏
の
イ
ベ
ン
ト
が

今
年
も
行
わ
れ
ま
す
。
町
民
み

ん
な
が
参
加
し
、
イ
ベ
ン
ト
を

大
い
に
盛
り
上
げ
、
短
い
夏
を

体
い
っ
ぱ
い
に
楽
し
も
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
▼
広
報
に
ご

意
見

・
要
望
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
　

（ひ
ろ
し
）

編集発行/標津町役場企画振興課広報統計係 標津町字標津3-5a2-2431 印 刷/標津印刷株式会社


